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〒100-8310　東京都千代田区丸の内2-7-3( 東京ビル )

三菱カーナビゲーションシステム ご注意とお願い
・	取付および接続作業の前に別冊の取扱説
明書「お客さまへ安全上のご注意」をお
読みください。

・	本書をよくお読みの上、正しい取付および
接続を行ってください。

・	作業終了後、お客さまへ本取付要領書を
ご返却ください。

形名

NR-MZ90
( ナビゲーションシステム )

取付要領書

同梱物リスト
万一、内容物に不足がございましたらお買い上げの販売店にご連絡をお願いいたします。
※イラストと内容物の形状が実際と異なる場合があります。
※TVアンテナは別紙の「TVアンテナ取付要領書」の同梱物リストを参照してください。

ナビゲーション本体 電源ケーブル

圧着式
コネクター×3

USB接続ケーブル

サラネジ

(M5×8)×8

カップスクリュー

(M5×8)×8

クッションテープ

(長 )×4 ( 短 )×2

マイク

クリップ (サンバイザー用 )

クリップ
(コラムカバー用 )

コードクランプ×１０ GPSアンテナ グランドプレート

クランパー×2

両面テープ

●	取扱説明書	 ●	取付要領書
●	保証書	 ●	お客様相談窓口一覧表
●	VICS約款	 ●	地図データベース
●	地図記号について	 ●	地図カード
●	miniB-CASカードおよび契約約款	 ●	ご愛用者登録ハガキ
●	シリアルナンバーラベル	 ●	シリアルナンバー取扱説明書
●	カーナビ盗難防止チラシ	 ●	音質調整メモ
●	openinfo サービス

1  ナビゲーション本体の取り付けかた 2  車両の信号の接続

・	取り付けには、必ず付属のネジを正
しく使用してください。 ※	取り付け角度は、水平～30°

の範囲で使用してください。	
範囲外で使用した場合、故障
の原因となります。

注意事項

0～30°

MAX 8mm

MAX 8mm

内部 内部

取り付けのネジ穴について
・	取付基準面が適切になるネジ穴を使用してください。

取付基準面
左側面図 右側面図

取付基準面

ナビゲーション本体取り付けの注意点について
・	ナビゲーション本体背面にはコネクターや、ファンの通風孔があるため、車両の構造や取付キットの
ブラケット形状によっては、ナビゲーション本体が装着できない場合があります。取り付け前に、車
両および取付キットを確認してください。

・	パネル開口部の隙間が広く隙間が目立つ場合は、ナビゲーション本体にクッションテープを貼り付
けてください。

クッションテープ(長)×2

クッションテープ(短)×2

市販の取付キットなどに同梱されているエスカッションパネル
は、モニター部分が干渉して装着できない場合があります。
また市販の取付キット側でエスカッションを取り付ける指示が
ない場合は使用しないでください。
(隙間が目立つ場合はクッションテープを貼り付けてください。)

注意事項

取り付け例

＜車両側ブラケットで取り付ける場合＞
・	既設の車両側ブラケットを用いて取り
付けます。年式、車種、グレードにより、
専用取付キット (市販の取付キット )が
必要な場合がありますので別途販売店
にご相談ください。 車両側ブラケット(R)

車両側ブラケット(L)
ナビゲーション本体

ブラケットのネジ穴の形状に合わせて
ネジを選びます。

サラネジ
(M5×8)

カップスクリュー
(M5×8)

＜トヨタ車に取り付ける場合＞
・	エスカッション(市販のエスカッション)
を用いて取り付けます。

エスカッションは、
カップスクリュー
(M5×8)×4で固定します。

車両側ブラケット

カップスクリュー
(M5×8)

エスカッション

ナビゲーション本体
カップスクリュー(M5×8)

＜ホンダ車に取り付ける場合＞
・	標準取付キット (市販の取付キット )を
用いて取り付けます。

カップスクリュー
(M5×8)

ナビゲーション本体

ブラケット

＜マツダ車に取り付ける場合＞
・	標準取付キット(市販の取付キット)と、
マツダ車用ブラケットを用いて取り付
けます。

ゴムブッシュ

ブラケット

リアブラケット

ブラケット

カップスクリュー
(M5×8)

背面の接続ケーブルが、リアブラケットと干渉し
装着しづらい場合、車両側にゴムブッシュ挿入穴が
上、下段に設けられている車種については左図のよ
うにリアブラケットを逆にし取り付けが可能です。

ナビゲーション本体

車速信号の取り出し方
＜車速信号の取り出しについて＞
・	車速信号は主にエンジン電子制御装置 (ECU) に接続されている車速信号ケーブルから取り出
します。これはエンジン電子制御装置が主に室内に取り付けられていて、車速センサー回路
から直接取るよりも場所の確認など配線作業が容易に行えるためです。

＜車両側車速信号ケーブルの位置＞
・	車種、年式、エンジン型式の違いにより異なります。車速信号に関するお問い合わせは、お
買い上げ店または、別紙お客様相談窓口一覧表に記載の代理店にご相談ください。

配線終了後 " 接続確認のしかた (動作チェック )" をご覧になり、車速信号が確実に取り出
されていることを確認してください。車速信号が取り出せない場合、本機は正常に動作し
ません。

注意事項

パーキングブレーキ信号の取り出しかた
パーキングブレーキの信号線の位置は車両によって異なります。下記は代表的な例です。

電源ケーブルのパーキングブレーキ
信号ケーブル  

パーキングレバーASSY

圧着式コネクター 

車両側 

圧着式コネクター 

車両側 

パーキング
ブレーキペダル  電源ケーブルのパーキング

ブレーキ信号ケーブル

パーキング
ブレーキの信号線  

パーキング
ブレーキの信号線  

PARKING
BRAKE

PARKING
BRAKE

バック信号の取り出し方

P

R

D
2
L

圧着式コネクター
バックランプ

バッテリー

 電源ケーブルのバック信号ケーブル(紫/白)テールランプ取り付け部の
裏側から取り出します。

バックランプを
確認してください。

BACK

車種によっては、モニター部開閉時に取り付け用ネジ穴の遊びによりモニター上面部がセンター
コンソールに干渉する恐れがあります。その場合はナビゲーション本体を取付ブラケットに対し
て下側によせて取り付けてください。

注意事項

3  GPS アンテナの取り付けかた 4  マイクの取り付けかた
取り付け例
＜フロントダッシュボードに取り付ける場合＞
・	GPSアンテナはダッシュボードの中央付近を避けてフロントガラスに近い位置に取り付け
てください。(ダッシュボード中央付近にGPSアンテナを設置すると、センターコンソー
ルに設置されている周辺機器からの影響で受信感度が低下することがあります。)

グランドプレート
(必ず使用してください。)

両面テープ

GPSアンテナ
(グランドプレート裏面のセパレーターを
はがして貼り付け、その上に両面テープで貼り付けます。)

※	GPSアンテナを車内に取り付ける場合、必ずグランドプレートを使用してください。
またグランドプレートを小さくするなどの加工をしないでください。十分な受信感度
が得られなくなります。

※	GPSアンテナの設置場所は、GPS衛星からの電波がさえぎられない場所で、	
なるべく平らで水平な面を選んでください。

※	GPSアンテナケーブルは、必要に応じてクランパーを使用して車両に固定してください。
※	GPSアンテナケーブルの配線はテレビやラジオのアンテナケーブルから離してください。	
近づけて配線するとGPSアンテナの受信感度が低下する場合やテレビやラジオに妨
害を与える場合があります。

※	GPSアンテナは、ナビゲーション本体、周辺機器およびそれらの接続ケーブルの近
くに取り付けないでください。近くに取り付けると受信感度低下の原因となることが
あります。

注意事項

取り付け例

＜サンバイザーにマイクを取り付ける場合＞
・	サンバイザーを上げた状態でマイク (ク
リップ (サンバイザー用 ))を取り付けます。

・	マイクを発話する人の方へ向けます。
・	マイクのコードをコードクランプにて要所
を固定しながら引き回します。

マイク

コードクランプ

クリップ(サンバイザー用)

＜コラムカバーにマイクを取り付ける場合＞
・	マイクに取り付けられたクリップ (サンバ
イザー用 )をクリップ (コラムカバー用 )
に付け換えます。

・	ハンドルコラム上のあらかじめ決めておい
た位置にクリップ (コラムカバー用 )のは
くり紙をはがして貼り付けます。

・	マイクのコードをコードクランプにて要所
を固定しながら引き回します。

クリップ (コラムカバー用 )

コードクランプ

マイク

※	マイクは発話する人の口元から20～40cmの距離のところに、口元に向けて取り付けてく
ださい。

※	口元からの距離が近すぎたり、遠すぎたりすると音声を拾いにくくなります。
※	コラムカバーに取り付ける場合、メーターなどの視界を妨げず、ステアリング操作などに支障
のない位置を選んでください。また、貼り付け面の汚れや油分、水分を拭きとってください。

※	マイクと発話する人の間に障害物があるような取り付けは避けてください。
※	マイクが口元に向いていないと、車内の騒音が大きいときに音声を拾いにくくなります。
※	サンバイザーを下げた状態ではマイクが発話する人の方を向かないため音声を拾えません。
※	マイク取付位置はサンバイザーを推奨します。	
( コラムカバーに取り付けた場合は、一部の車種で振動、騒音などの影響により十分な性能が
得られないことがあります。)

注意事項

ナビゲーション
1)	車両への取り付け、および配線作業終了後、車両のイグニッションキーを<ACC>ま
たは<ON>にする

2)	動作チェックを行う
INFO  キーを押し、 設定 → システムの設定  → 車両取付確認 → 車両信号チェック を選び各項目の
動作チェックを行ってください。
(画面の見かたは付属の " 取扱説明書 " の 「車両取付確認」をご参照ください。)

3)	GPS測位を確認する	
INFO  キーを押し、 設定 → Navi の設定 → 自車位置の補正 → 自車位置情報 からGPSが測位し
ていることを確認します。GPS受信まで数分かかることがあります。(表示内容については " 取
扱説明書 " の「自車位置の補正」をご参照ください。)

各項目のチェック結果でNGとなった場合は、必ず車両を安全な場所に停車し、取り付け・配線
をもう一度確認してください。

注意事項

4)	車速・ジャイロの初期設定 (自動 )を行う
見晴らしの良い場所をしばらく一定速度で走行し、交差点で右左折を行ってください。

5)	初期設定を確認する
INFO  キーを押し、 設定 → Navi の設定 → 自車位置の補正 → センサー補正状況 を選び画面を確認
します。(センサー学習情報の確認は " 取扱説明書 " の「自車位置の補正」をご参照ください。)

※	手順5) で車速パルス数の表示が「 - - - - - 」のときは初期設定が完了していないか、	
車速信号の取り出しが正常でない場合が考えられますので、接続を確認した後、手順4) ～ 5) を
繰り返してください。

※	初期設定中は、自車位置マークが正しく動かないときがあります。
※	車種・年式・エンジン型式により車速パルス数が異なりますので、ナビゲーション本体を別の
車両に積み変えた直後は実際の移動距離と異なることがあります。また、タイヤを交換された
場合も同様です。

注意事項

自車位置精度と自動補正について
・	自車位置精度は上記 " 接続確認のしかた (動作チェック )" による初期設定完了後、GPSの受信状態
の良いときに直線道を一定速度で走行しますと車速自動補正が働き、交差点で右左折を繰り返すこ
とでジャイロの自動補正が働きます。車速とジャイロの自動補正が働くことで自車位置精度が徐々
に向上していきます。	
( 自車位置精度が安定するまで、場合によっては数時間の走行が必要な場合があります。見晴らし
の良い高速道路のような場所を走行しますと自動補正が働き易くなります。)

5  接続確認のしかた ( 動作チェック ) 6  カメラの設定
※	別売のリアカメラまたはフロントカメラ、サブカメラを本機に接続した場合に以下の操作
を行います。

リアカメラの接続設定
この操作の後、必ず裏面の「リアカメラを
取り付けた場合の設定」を行ってください。

当社製リアカメラBC-20Mを取り付けた場
合は、以下の操作は不要です。

1)	 INFO  キーを押す
INFOメニューを表示します。

2)	 設定  → Info の設定  にタッチする

3)	 リアカメラの設定  にタッチする
4)	 リアカメラの接続設定  にタッチする

5)	 接続あり  にタッチする

	

接続あり 接続なしリアカメラ接続

リアカメラの接続状態を設定します

リアカメラの接続設定

戻る

10:00

	 ▼
リアカメラの使用が可能となります。

サブカメラの接続設定
サブカメラ1またはサブカメラ2の接続設
定を行います。

1)	 INFO  キーを押す
INFOメニューを表示します。

2)	 設定  → Info の設定  にタッチする

3)	 サブカメラの設定  にタッチする
4)	接続したサブカメラの 接続あり  	
にタッチする

	

接続あり 接続なし

接続あり 接続なし

サブカメラ1接続

サブカメラ2接続

サブカメラ1の接続状態を設定します

サブカメラの接続

戻る

10:00

	 ▼
サブカメラの使用が可能となります。



コネクターの脱着について
各コネクター接続時は確実に奥まで差し込んでください。また取り外す際には、矢印の部
分を押しながらコネクターを引き抜いてください。

外部入出力ケーブル GPSアンテナ用コネクター電源ケーブル アンテナケーブル

圧着式コネクターの使いかた	
1) ～ 4) の手順で取り付けを行ってください。

1)	車両側信号ケーブルから信号を取り出す位置
を決め、圧着式コネクター内に通す

車両側信号ケーブル 

圧着式コネクター  

2)	カバーBを折り返し、指でパチンと音がする
まで確実に押し込む。信号線 (電源ケーブル )
の先端を圧着式コネクターに差し込む
( 側面に当たるまでケーブルを差し込んでください )

信号線(電源ケーブル)  

カバー  B

3)	上面の金具をプライヤーなどではさみ込み、
車両側信号ケーブルと信号線 (電源ケーブル )
を固定する
( ケーブルが外れないように確実に固定してください )

プライヤー 

金具 

4)	カバーAを折り返し、指でパチンと音がする
まで確実に押し込み閉じます。

カバー  A

接続図

(白)

(白／黒)

(灰)

(灰／黒)

(緑)

(緑／黒)

(紫)

(紫／黒)

フロント左

フロント右

リア左

リア右

●バック信号端子(BACK) 
 車両側バック信号線に接続します。

(紫／白)
圧着式コネクター 付属

(若草)

圧着式コネクター 付属

●パーキングブレーキ信号端子 
 車両側パーキングブレーキ信号線に接続します。

(桃)

圧着式コネクター 付属

● アンテナ電源端子
パワーアンテナ駆動用の電源を供給します。
(パワーアンテナ設定で自動／手動の選択ができます)

● 車速信号端子
車速信号線に接続します。

(青)

● 照明電源端子
ライトスイッチをONにすると電源が供給される端子
に接続します。

(橙)

● アクセサリー電源端子
イグニッションキーをACCの位置にすると電源が供給
される端子に接続します。

(赤)

(黄)ヒューズ15A

● バッテリー電源端子
イグニッションキーを切っても、常時電源が供給
される車両のヒューズユニットを通した後の端子
に接続します。

電源ケーブル

(黒)
● アース端子(GND)

車両の金属部にネジ止めします。

(青/白)

P.ANT

PARKING
BRAKE

BACK

SPEED

ILL ＋

ACC

BATT

● リモート端子
ナビゲーションをONにすると電源を供給します。

F-LCH

F-RCH

R-LCH

R-RCH

ST-REMO(G)

ST-REMO

(黒)

(黒/白)

使用しません。

REMOTE

車両側スピーカー

車両側AM/FM用
アンテナプラグ

TVアンテナケーブル(A)

TVアンテナ(A)

※ 別紙のTVアンテナ取付要領書を参照してください。

※ ナビゲーション本体の背面コネクター色
(緑・灰)に合わせてTVアンテナの
コネクターを接続します。

TVアンテナケーブル(B)

TVアンテナ(B)

GPSアンテナ

TVアンテナ(B)TVアンテナ(A)

TVアンテナケーブル(A) TVアンテナケーブル(B)

専用バックカメラ

バックカメラキット(BC-20M) 汎用カメラ接続キット(KIT-50BC)

別売 別売別売

カメラ接続ケーブル

他社製カメラ

他社製カメラ

他社製カメラ

リアカメラ接続ケーブル
リアカメラ
接続ケーブル

フロントカメラ
接続ケーブル

A
A

(カメラ接続ケーブル)

他社製カメラ

カメラ接続ケーブル

フロントカメラ接続ケーブル
(LE-41FF-1SS)

6P
(リアカメラ)

4P
(サブカメラ1)※ サブカメラ2 6P

(リアカメラ)
4P

(サブカメラ1)※ サブカメラ2

※ リバース時にサブカメラ1には
切り換えることができません。

※ リバース時にサブカメラ1には
切り換えることができません。

別売

マイク

CVBS_AUX_OUT ● 映像出力

CVBS_AUX_IN ● 映像入力

外部入出力ケーブル
(LE-1610AV-FF)

AUX_OUT_F ● 音声出力(フロント右)

● 音声出力(フロント左)

● サブウーファー出力
　(モノラル)

SW_OUT

● 音声入力(右)

● 音声入力(左)

AUX_IN

● 音声出力(リア右)

● 音声出力(リア左)

AUX_OUT_R

赤

白

赤

白

赤

白

赤

白

黄

黄

ETCビーコン接続分岐ケーブル
(LE-90BEC-7L)光／電波ビーコン

(CJ-95H)

ETCと同時装着しない場合は
ナビゲーション本体に直接接続します。

ETCのみ接続する場合は
ETC接続ケーブル LE-44EC-7L/EP-9CN9T
で接続します。

三菱電機製ETC車載器
対応の可否は販売店または
お客様相談窓口にご相談ください。

別売

三菱電機製DSRC車載器

DSRC接続ケーブル
(LE-68FF-2SS)

対応の可否は販売店または
お客様相談窓口にご相談ください。

別売

●ブルーレイプレイヤーを
　接続します。
　(BD-P100など)

HDMI変換ケーブル
(LE-EAAV-MM)

HDMIケーブル(タイプA)を
接続します。

別売

三菱電機製DSRC車載器

DSRC接続ケーブル
(LE-64FF-2SS)

対応の可否は販売店または
お客様相談窓口にご相談ください。

別売 別売

映像(黄)USB

iPod接続ケーブル
(LE-21AV-MM)

USB
接続ケーブル

iPod

別売

バックカメラ接続ケーブル
(LE-40BC)

●汎用バックカメラ(RCA接続)を
　接続します。
　(BC-100など)

●汎用バックカメラ
　(RCA接続)を
　接続します。
　(BC-100など)

リアカメラを取り付けた場合の設定
レーンアシストの設定
カメラの取付環境の入力や映像などの補正
が行えます。

1)	 INFO  キーを押す
INFOメニューを表示します。

2)	 設定  → Info の設定  にタッチする

3)	 レーンアシストの設定  にタッチする
4)	[ 取付カメラ設定 ]の 未実施  	
にタッチする

※	2回目以降の設定では [設定済み ]に
タッチしてください。

5)	“設定する項目”にタッチする

	

100cm

1376

1000

1

0cm

カメラ設置位置：高さ

カメラ設置位置：左右位置

カメラパラメータA

カメラパラメータB

カメラパラメータC

カメラ設置位置の高さを設定してください

取付カメラの設定

戻る 決定

10:00

右記の「設定内容について」をご覧にな
り、車両取付に応じた設定を行います。

6)	 決定  にタッチする
	 ▼
カメラの設定が完了し、[未実施 ] から	
[ 設定済み ]に変わります。

7)	[ レーンアシスト ]の 使用する  に
タッチする

	 ▼
レーンアシストの設定が完了します。

設定内容について
カメラ設置位置：

高さ※1

地面からカメラレンズの中
央までの高さを入力します。
50～200cmの範囲で入
力できます。(工場出荷時は
100cm)

50 ～
200cm

リアカメラ

カメラ設置位置：
左右位置※1

車両幅の中心を0としたカメ
ラの中心までの距離 (ズレ )
を設定します。－125～
125cmの範囲で入力できま
す。車両進行方向に向かって
“＋”が右側“－”が左側にな
ります。	
( 工場出荷時は0cm)

右側(＋)

左側(－) リアカメラ

車両進行方向

カメラパラメータA ※	各値は、三菱電機ホームペー
ジで公開しています。カメラパラメータB

カメラパラメータC
カメラパラメータD

車幅 自車の車幅 (車検証の値 )を
設定します。100～ 250cm
の範囲で入力できます。	
( 工場出荷時は169cm)

※ 1	 以下の設定範囲でレーンアシストを動作させることを推奨
します。	
高さ：70cm以上、左右位置：±30cm以内	
実際のカメラ設置位置が上記の推奨設定範囲内に収まらない
場合は、レーンアシストが正常に動作しない恐れがあります。

ガイド線の調整
リアカメラ使用時に表示するガイド線の位置を
調整できます。

※	調整する際は、駐停車禁止区域外の安全な
場所で行ってください。

※	できるだけ、水平な場所で行ってください。
※	目印を付けるときは、必ずエンジンを切って
パーキングブレーキをかけて行ってください。

注意事項

1)	車幅 +両側約20cmの位置 (地面 )に
直線の目印を付ける

	

20cm

20cm

目印は粘着テープなどで行い、車両の全長
よりも少し長めに付けてください。

2)	車両を約2.5m前進させ、車両最後尾
に直線の目印を付ける

	

車両最後尾

3)	手順 2の目印から約50cmおよび	
約 2mの位置に目印を付ける

	

50cm2m

リアカメラの映像でも認識しやすいように
少し大きめの「×」印を付けることをおす
すめします。

4)	 INFO  キーを押す
INFOメニューを表示します。

5)	 設定  → Info の設定  にタッチする

6)	 リアカメラの設定  にタッチする
7)	 カメラガイド線の設定  にタッチする
8)	カーソルスイッチにタッチしガイド線
を調整する

	

戻る 決定ガイド線消去

モード切換

9)	 決定  にタッチする

	

戻る 決定ガイド線消去

モード切換

	 ▼
ガイド線の調整が完了します。

当社製リアカメラBC-20Mの場合
この後、[モード切換]にタッチしてカメラモー
ドを切り換え、手順4～手順9を繰り返し、
各モードのガイド線を調整してください。

※	ガイド線が表示されていない場合は、[ガ
イド線表示 ]にタッチしてください。

※	左右のオレンジ線と緑線は、手順1の目印
を目安に位置や角度を調整してください。

※	画面下の青線は、手順3の目印の車両最後尾か
ら50cm離れた位置を目安に調整してください。

※	画面上の黄緑線は、手順3の目印の車両最後尾
から2m離れた位置を目安に調整してください。

アドバイス



1  TV アンテナ貼り付け作業前のご注意 2  TV アンテナの貼り付け位置について
・	貼り付け・配線をするためには、フロントウィンドウ周りの内装を一時的に取り外す必要がありま
すので、ご了承ください。

・	車種によって、取り付けられない場合があります。販売店にご相談ください。
◇	熱線反射ガラスや断熱ガラス、電波不透過ガラスなど電波を通さないガラスを使用している車
種の場合には受信感度が極端に低下します。

◇	車室内に取り付けるTVアンテナは、エアコン用モーターなどから出るノイズにより、テレビ
の映りが悪くなる場合がありますが故障ではありません。

・	必ずフロントウィンドウの指定の位置・寸法内に貼り付けてください。
◇	保安基準※①に適合させるため、本書をよくお読みになり、正しく取り付けてください。
◇	本製品はフロントウィンドウ専用です。車体の側面 (ドアやフロントクォーターウィンドウな
ど )や、後面 (リアウィンドウ )に貼り付けると、受信感度が低下する場合があります。

◇	TVアンテナ表面保護用フィルムをはがした後、TVアンテナ貼付面には手を触れないでください。
指紋やゴミが付着し、粘着力が低下します。

◇	TVアンテナを接続する機器の説明書も併せてご覧ください。
※①	保安基準は、道路運送車両の保安基準第29条第4項第7号に対する、平成11年12月 27日付の
運輸省 (当時 ) 告示第820号をいいます。

・	フロントピラーエアバッグ ( カーテンエアバッグ ) を装着した車両に取り付ける場合は、エアバッ
グ関連の取り扱いの教育を受けた専門技術者に依頼してください。

一度貼り付けてはがすと、粘着力が弱くなるため貼り直しができません。
必ずケーブルおよびTVアンテナを仮止めし、ケーブルの配線などを十分に検討してから
貼り付けてください。

注意事項

・	保安基準に適合させるため、また性能を十分発揮するために、アンプ部は必ず貼付許容範囲内の位
置に貼り付けてください。

・	検査標章や点検シールと重ならないように貼り付けてください。
・	貼付許容範囲外に貼り付けると道路運送車両の保安基準に適合せず、車検に通らない場合や、整備
不良の対象となる場合があります。

TV アンテナ貼付位置概要

点検シール
※ 点検シールにかからない
ように注意してください。   

● TVアンテナは左右対称に
貼り付けてください。 

TVアンテナ(A) TVアンテナ(B) 

TVアンテナケーブル(B) TVアンテナケーブル(A)

セラミックライン 

セラミックラインの形状
により貼付許容範囲は異
なります。詳細は右図を
ご参照ください。

アンプ部はピラーカバーを元に戻す際に
干渉しないよう注意してください。

TVアンテナ(B) 

TVアンテナケーブル(B)TVアンテナケーブル(A)

TVアンテナ(A) 

他のアンテナと同時装着する場合
・	他のシステムのアンテナなどと同時装着する場合は、他のアンテナを100㎜以上離して貼り付け
てください。接近して貼り付けますと、受信感度が悪くなる恐れがあります。

10
m
m
以
上
 

点検シール
※ 点検シールにかからない
ように注意してください。   

10m
m
以
上
 

グランド側 グランド側 

100mm 以上  100mm 以上  

他のシステムのフィルムアンテナ等
( グランド側の先からの寸法を確認します ) 

●TVアンテナは左右対称に取り付けてください。 

100～
150mm

100～
150mm 100～

150mm

100～
150mmセラミックライン 

TVアンテナ(A) TVアンテナ(B) 

TVアンテナ(B) TVアンテナ(A) 

貼付位置詳細
・	位置決めはアンテナ側を基準に寸法を�確認してください。
・	貼付位置を確認後、車外から位置決め�テープなどを貼り付けて (マーキング )作業をしてく
ださい。

※	アンプ部を板金側へ寄せすぎると、ピラーカバーを元に戻せない場合があります。

注意事項

セラミックライン (ドットパターン無し )の境界がある場合

推奨 TVアンテナ貼付位置(車内側) 
10
mm
以
上
 

アンプ部 

アンプ部 

アンテナ側 

アンテナ側 

グランド側 

グランド側 

セラミックライン 

上下　　　　 以内 25 mm 

左右　　　　 以内 25 mm 

貼付許容範囲 
TVアンテナ(A)

TVアンテナ (B)  

100～
150mm

100～150mm

セラミックライン (ドットパターンあり )の境界が無い場合

推奨 TVアンテナ貼付位置(車内側) 
10
mm
以
上
 

アンプ部 

アンプ部 

アンテナ側 

アンテナ側 

グランド側 

グランド側 

セラミックライン 

上下　　　　 以内 25 mm

左右　　　　 以内 25mm

貼付許容範囲 
TVアンテナ(A)

TVアンテナ (B)  

100～
150mm

100～150mm

セラミックラインが無い場合

推奨 TVアンテナ貼付位置(車内側) 
10
mm
以
上
 

アンプ部 

アンプ部 

アンテナ側 

アンテナ側 

グランド側 

グランド側 

上下　　　　 以内 25 mm 

左右　　　　 以内 25 mm 

貼付許容範囲 
TVアンテナ(A)

TVアンテナ (B)  

100～
150mm

100～150mm

N871L69940　2/2　14-07(A2)

〒100-8310　東京都千代田区丸の内2-7-3( 東京ビル )

三菱カーナビゲーションシステム ご注意とお願い
・	取付および接続作業の前に別冊の取扱説
明書「お客さまへ安全上のご注意」をお
読みください。

・	本書をよくお読みの上、正しい取付および
接続を行ってください。

・	作業終了後、お客さまへ本取付要領書を
ご返却ください。

形名

NR-MZ90
(TV アンテナ )

取付要領書

同梱物リスト
万一、内容物に不足がございましたらお買い上げの販売店にご連絡をお願いいたします。
※イラストと内容物の形状が実際と異なる場合があります。

TVアンテナ (A)(B) TVアンテナケーブル (A)(B)

×2 ×2
×2×2

はくり紙に　 マーク Bはくり紙に　 マーク A

クランパー、クリーナー

クランパー クリーナー

×12 ×2

3  TV アンテナの貼り付けかた 4  TV アンテナケーブルを配線する 5  接続確認のしかた ( 動作チェック )
1)	貼付部分を付属のクリーナーできれいにする
2)	貼付部分を乾拭きする
貼付部分は完全に乾いた状態にしてください。

※	貼付部分が乾いていないと、アンテナ線が密着しません。
※	クリーナーは必ず付属のクリーナーを使用してください。界面活性剤入りのクリー
ナーを使用するとTVアンテナが貼り付かなくなります。

※	冬場などはガラス面の結露などの水分をよく拭き取り、ガラス面、TVアンテナ自
体を暖めてから作業を開始してください。

注意事項

3)	タグⅠを持ち、グランド側方向にセパレー
ターをゆっくりとはがす

※	セパレーターを急にはがすと、グランド線を
断線することがあります。また、極端にゆっ
くりはがすと、セパレーター側に残る原因と
なります。

※	セパレーターをはがすときは、強く折り曲
げたりしないでください。

※	セパレーターをはがした後に、グランド線
に触れたり、ものを当てたりして皮脂やホ
コリを付けないでください。

注意事項

Ⅰ
 

Ⅱ
 

Ⅲ
 

Ⅰ
 

タグⅠ

グランド側 

※ タグⅠを持ってセパレーター
(グランド側)をゆっくりはが
します。  

TVアンテナ裏側 
(ガラス貼付面) 

セパレーター
(グランド側) 

4)	TVアンテナ (グランド側 )を取付部分に
貼り付ける
あらかじめテープなどでマーキングした位置に
アンテナ (グランド側 )を貼り付けます。

Ⅱ
 

Ⅲ

セラミックライン 

グランド側をピラーカバー
が干渉しない位置に貼り付け
ます。  

1)	TVアンテナケーブルのアンプ部のはくり紙をはがす
TVアンテナケーブル
(アンプ部) 

はくり紙

TVアンテナケーブル
(アンプ部) 

はくり紙

2)	アンプ部の突起部を、TVアンテナの目印に合わせ
て貼り付ける
アンプ部の貼り付け位置がずれると、TVアンテナの給
電部の接触が悪くなり十分な性能が発揮できません。下
図を参照し、正確に貼り付けてください。

※	アンプ部がしっかりと貼り付くように、TVアンテナの給電部の周りをもう一度乾
いた布などできれいに拭いてください。

※	アンプ部付近は、無理に引っ張ったり、折ったり、ねじるなど絶対にしないでくだ
さい。

注意事項

   
 
 

アンプ部

TVアンテナ
ケーブル(A)/灰色

ナビゲーションシステム本体へ ナビゲーションシステム本体へ

TVアンテナ(B) 

アンプ部

クランパーTVアンテナ(A) 

TVアンテナ(B) TVアンテナ(A) 
TVアンテナケーブル(A)/緑色

TVアンテナ
ケーブル(B)/灰色

TVアンテナケーブル(B)/緑色

クランパー

セラミックライン 

TVアンテナケーブル
(アンプ部) 

ケーブル側

グランド側

アンテナ側

目印

突起部分を
合わせる

TVアンテナ

3)	クランパーでTVアンテナケーブルを固定する
各1ケ所はクランパーでTVアンテナケーブルのアンプ
部に近い位置で固定してください。残ったクランパーで
要所を固定しながら配線を引き回してください。

クランパー 

はくり紙 

4)	内装 ( ピラーカバー・ルーフライニング )を元通り
に取り付ける

5)	タグⅡを持ち、アンテナ側方向にセパレーターを
ゆっくりとはがしながら、給電部側より徐々に指な
どでアンテナ部分を押さえて貼り付ける

※	セパレーターをはがしながら、アンテナ線を貼り付け
ます。途中で作業を止めたり、押さえる力を緩めたり
すると、貼付面が白く濁る場合があるので十分注意し
て作業を行ってください。

注意事項

Ⅱ
 

Ⅲ

Ⅱ

アンテナ側 

給電部側 

タグⅡ 

セパレーター
(アンテナ側) 

※ アンテナ側を少し浮かせて、
タグⅡを持ってセパレーター
(アンテナ側)をゆっくりはがし
ながら貼り付けます。  

6)	アンテナ線、グランド線をフィルムの上から念入りに押し付けて貼付面に密着させる
アンテナ線、グランド線をなぞるように強く押して気泡が残らないように密着させてください。

※	押し付けが足りないと、アンテナが浮く場合や、はがれる原因となる場合があります。

注意事項

7)	タグⅢを持ち、グランド側方向から保護用フィルム
をゆっくりとはがす
アンテナ線、グランド線が確実に貼り付いていることを
確認しながら、ゆっくりとはがします。

Ⅲ

Ⅲ

保護用フィルム 

タグⅢ 

※ タグⅢを持って保護用
フィルムをゆっくりは
がします。  

給電部側 

※	タグⅢ部分以外からはがしたり、急にはがしたりしないでください。アンテナ線やグランド線
が断線する原因となります。

※	TVアンテナの給電部には触れないでください。錆 (さび ) の原因となります。
※	TVアンテナ貼り付け直後 (3時間以内 )は貼り付けたTVアンテナにガラスクリーナーなどを
吹き付けたり、TVアンテナの上から直接ガラスを拭いたりしないでください。	
また、時間に関わらず、TVアンテナ上を直接拭くときは柔らかい布などを使用し、TVアンテ
ナが傷付かないよう注意してください。

注意事項

1)	車両への取り付け、および配線作業終了後、車両のイグニッションキーを
<ACC>または<ON>にする

2)	miniB-CASカードを入れる
①	  キーを押し モニターOPEN  にタッチする
	 パネルが開きます。

②	miniB-CASカードを挿入する	
ロックを外し、miniB-CASカードの端子面を
上にして「カチッ」と音がするまでゆっくりと
差し込んでください。

MAP

B-CAS

MUSIC

miniB-CASカード挿入口

miniB-CASカード
※端子面を上に

③ロックする

ロックをスライドさせる際に手・指のけがに注意
してください。

注意事項
MAP

B-CAS

MUSIC

ロック

④	  キーを押しパネルを閉じる

•	 miniB-CASカードはパッケージを開封することで「B-CASカード使用許諾約款」
に同意したとみなされます。お客さまに確認の上、本機にminiB-CASカードを挿
入していただきますようお願いいたします。

•	 本機専用のminiB-CASカード以外のものを挿入しないでください。故障や破損の
原因になります。

•	 挿入の向きを確認してください。挿入方向を間違えるとminiB-CASカードが機能
しません。

•	 画面にminiB-CASカードに関するメッセージが表示されたとき以外は抜き差しし
ないでください。

注意事項

3)	ソースを TVに切り換える

4)	初期設定を行い、地上デジタル放送が受信できることを確認する	
初期設定については " 取扱説明書 " をご参照ください。
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